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半側空間無視（Unilateral Spatial Neglect; USN）は、脳卒中後に見られる障害の一つであり、視

覚的な問題がないにもかかわらず、患側の空間に反応することが困難になる症状である。現実の視覚

空間全体を右側にシフトさせる拡張現実（Augmented Reality; AR）システムは、USN 患者における無

視空間での行動を改善する可能性がある。本研究の目的は、頭部固定条件と頭部を自由に回旋できる

条件の違いが、健常者の視空間変調が上肢の到達運動に与える影響と適応の違いを調査することであ

る。 

到達運動課題では、参加者は目の前の画面に表示されるターゲットに対し、可能な限り速やかに人差

し指で触れるよう指示された。実験中に記録された指標は、ターゲットへの反応時間、ターゲット位

置と到達点の間の距離、さらに運動学的データとして軌道、速度が含まれる。主な結果として、到達

運動のエンドポイントにおいて、相対的な左右のターゲット空間位置によって誤差方向が異なる傾向

が条件間でみられた。また、反応時間については、頭部固定条件において短縮する傾向が観察された。

頭部回旋条件の違いは、左方向への到達戦略の変化、およびターゲット物体に向けた誤差の方向と大

きさに影響を与えることが示唆された。 
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